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△ABCに おいて,AB=AC=3,BC=2で あるとき

ん
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(1)辺 AB上の点Pと辺BC上の点Qを,BP=BQかつPQ=:と なるよう

にとる。このとき,△PBQの外接円0の直径は

1[言三]で
あり,円 I

と円0は [セ ]。
ただし,Eセコには次の◎～④から当てはまるもの

を一つ選べ。

◎重なる(一致する)

②外接する
④共有点をもたない
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(2)円 I上に点 Eと点 Fを,3点 C,E,Fが一直線上にこの順で並び,かつ
,

CF=～のとなるようにとる。このとき

グ

CE=g,器 =

である。

さらに,円 Iと辺BCとの接点をD,線分BEと線分DFとの交点をG,線分

CGの延長と線分 BFと の交点を Mとする。このとき,器

である。
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